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４
月
６
日
（
火
）
に
令
和
３
年
度
の
入

学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
21
名
の
初
々
し

い
新
入
生
が
、
暖
か
な
春
の
日
差
し
を
浴

び
な
が
ら
中
学
校
の
門
を
く
ぐ
り
ま
し

た
。 

 
入
学
式
の
入
場
場
面
で
は
、
緊
張
か
ら

か
、
少
し
か
た
い
表
情
で
し
た
。
し
か

し
、
担
任
か
ら
一
人
ひ
と
り
名
前
を
呼
ば

れ
る
際
に
は
、
し
っ
か
り
と
返
事
を
し
、

き
り
っ
と
し
た
表
情
で
前
を
見
据
え
る
姿

が
あ
り
ま
し
た
。
42
の
瞳
か
ら
は
、
中
学

校
で
過
ご
す
３
年
間
に
夢
と
希
望
を
抱
く

強
い
志
を
感
じ
ま
し
た
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

状
況
が
依
然
と
し
て
好
転
し
な
い
状
況
で

す
の
で
、
時
短
や
三
密
の
回
避
、
換
気
等

の
対
策
を
施
し
た
中
で
の
実
施
で
し
た
。

そ
れ
で
も
、
可
能
な
限
り
新
入
生
の
入
学

を
祝
福
す
べ
く
、
２
、
３
年
生
が
心
を
込

め
て
飾
り
つ
け
を
し
た
り
、
清
掃
し
た
り

し
ま
し
た
。
例
年
通
り
の
あ
た
た
か
い
入

学
式
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。 

 

当
日
は
、
新
篠
津
村
教
育
委
員
会
・
荒

谷
教
育
長
様
と
本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
髙
橋
会
長
様

に
ご
来
賓
と
し
て
お
越
し
い
た
だ
き
、
新

入
生
へ
の
心
温
ま
る
お
言
葉
を
頂
戴
し
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

生
徒
会
を
中
心
に
２
、
３
年
生
が
新
入

生
に
学
校
生
活
に
つ
い
て
説
明
す
る
「
対

面
式
」
が
、
４
月
８
日
（
木
）
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
委
員
会
活
動
や
部
活
動
、
行

事
、
学
校
生
活
等
に
つ
い
て
、
映
像
や
寸

劇
を
活
用
す
る
な

ど
、
新
入
生
に
わ
か

り
や
す
く
伝
え
る
た

め
の
工
夫
を
随
所
に

凝
ら
し
て
い
ま
し

た
。
新
入
生
も
そ
れ

に
応
え
る
よ
う
に
真

剣
に
先
輩
達
の
話
を

聞
い
て
い
ま
し
た
。 

 

対
面
式
の
最
後

に
、
新
入
生
を
代
表

し
て
〇
〇
〇
〇
さ
ん

が
お
礼
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。
と
て
も

は
き
は
き
と
し
た
立
派
な
姿
で
し
た
。 

 

本
校
は
、
昨
年
度
ま

で
の
３
年
間
で
「
自
分

の
考
え
を
表
現
し
、
他

者
か
ら
認
め
ら
れ
る
こ

と
で
、
考
え
る
こ
と
が

楽
し
く
な
る
道
徳
」
を

テ
ー
マ
に
「
特
別
の
教

科 

道
徳
」
の
研
究
と
実
践
を
積
み
重
ね

て
き
ま
し
た
。
今
年
度
も
引
き
続
き
、
生

徒
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
思
い
を
表
現
す

る
こ
と
、
互
い
に
認
め
合
う
こ
と
を
大
切

に
し
た
道
徳
の
授
業
を
実
践
し
て
い
き
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
教
材
の
正
し
い
読
み

取
り
と
再
現
化
に
よ
っ
て
、
臨
場
感
の
あ

る
思
考
場
面
を
つ
く
り
ま
す
。
ま
た
、
自

他
の
表
現
活
動
を
大
切
に
し
、
表
出
さ
れ

た
考
え
を
基
に
、
よ
り
思
考
を
深
め
る
授

業
を
展
開
し
ま
す
。「
周
り
か
ら
認
め
ら
れ

る
こ
と
で
、
考
え
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
楽

し
く
な
る
」
…
そ
ん
な
授
業
を
進
め
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。 

令
和
３
年
度 

学
校
だ
よ
り 

 

第
２
号 

 

【前文】 先人の熱いこころを受け継

いでふるさとに生きる力を育む 

【教育目標】 

真理を探究する人 

友情を大切にする人 

創造し実践する人 
健康で明朗な人 
 

【教育推進スローガン】 

自立・感謝

春の陽気に祝福されながら 

21名の新入生が入学しました 
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 令和３年度は１９名のスタッフでお子

様の教育に責任を持ち、しっかりと取り

組んでいきます。どうぞよろしくお願い

します。 
 

校 長  吉本 浩志 

教 頭  岡山  拓 

１年主任 池田 陸浩  理科・数学  

１年担任 中村 悠子  美術・家庭 

１年担任 森野 美穂  特別支援・家庭 

２年主任 手嶋 和之  社会・技術・数Ｔ 

２年担任 石﨑 博子  国語 

２年副担 大畑 洋平  英語 

３年主任 菅  大典  音楽・技術・数Ｔ 

３年担任 三根貫太朗  保体 

３年副担 岩田  誠  数学・理科 

養護教諭 横山  夢  保健 

事務主幹 神尾  学 

学習支援 福山 和彦  数学・小中一貫 

公 務 補 葛西 修身 

事 務 補 佐藤 美紀 

Ｓ Ｃ  富本 典子 

読書推進 荒谷なおみ 

Ａ Ｌ Ｔ リチャード・バトソン 

 本村において小中一貫教育がスタートしました。

その後押しをしていただくために、小中両校に小中

一貫教育推進員（小学校：中川先生、中学校：福山

先生）が配置されました。 

 昨年度は、村内全戸にリーフレットが配布され、

広報誌にＱ＆Ａのコーナーが連載されました。本校

のホームページにも「新しのつ小中一貫教育」のページを新たに加えました。是非ご覧いただき、本村の

目指す小中一貫教育の姿についてご理解いただけたらと存じます。よろしくお願いいたします。 

 

１．授業づくり 

  ・学習に見通しを持つ場面や振り返る場面を設け、自らの学習を

調整し、学びを深める授業を実践します。 

  ・生徒同士の学び合いに加え、ＩＣＴ機器を適切に活用しなが

ら、生徒の表現や交流を充実させます。 

  ・自分の考えを表現し交流する場面を適切に設け、表現内容を高

め合ったり深め合ったりすることを通して、より質の高い表現

活動ができるような授業を展開します。 

２．学びの自立 

  ・フォーサイト手帳を有効活用し、自らの学習をセルフコント

ロールできる生徒に育てます。 

  ・個人端末（iPad）を有効活用し、個別最適化を目指した自学自

習、家庭学習が進められるように促します。 

３．小中一貫教育 ※令和３年度より完全実施 

  ・「めざす子ども像」実現に迫るために、９年間を貫く教育課程

（学校の教育計画）を基に、系統性や重点化を図りながら、そ

の実施を通して切れ目のない指導を進めます。 

  ・「キャリア・パスポー卜」を活用し，児童生徒の学びをつなげる

ことができるようにします。 

   ※キャリアパスポートとは 

    児童生徒が、自らの学習状況やキャリア形成を見通したり振

り返ったりしながら、自身の変容や成長を自己評価できるよう

工夫されたファイルのことです。 

４．数学科における少人数指導 

  ・全学年で学級を二つに分け、少人数で授業を進めます。 

  ・ＴＴ、学習支援員の配置により、常に複数による授業を行い、

個々の実態に応じた学習支援を行います。 

５．学習評価の充実 

  ・単元ごとに、目標、評価方法等を確認し、「何ができるように

なれば良いか」を丁寧に示します。 

  ・学習評価の妥当性を高めるための教員研修を進めます。 


